


安安安安全全全全ののののポポポポイイイインンンントトトト

ははははじじじじめめめめにににに

このたびは、催芽器《《《《ははははつつつつがががが》》》》をお買いあげいただき、まことにありがとう

ございます。

　この催芽器の性能を発揮させ、安全で快適な農作業をしていただくために

も、ご使用のまえに「「「「取取取取扱扱扱扱説説説説明明明明書書書書」」」」をよくお読みいただき、機械の使い方を

理解してから正しい取扱いをしてくださるようお願いいたします。

　いつまでもすぐれた性能を発揮できるよう本書をいかして、機器を大切に

お使いください。

取取取取扱扱扱扱いいいいののののポポポポイイイインンンントトトト

　安全な作業をしていただくためには、まず機械の使い方を理解し、正しい

取扱いをすることが基本となります。

　この取扱説明書のなかで守っていただきたい安全作業のポイントをそのつ

ど　　マークで表示し説明しています。

　催芽器は雨水のかからない場所で使用してください。

　電源は必ず漏電ブレーカーの付いているコンセントから直接取ってください。

　タコ足配線、コードリールには接続しないでください。

　必ずアース（接地）してから使用してください。

　ヒータの周辺に可燃物を置いたり近づけないでください。

　電源・電装品・コードを必ず点検してから使用してください。

　変なにおいや音、煙が出たりした際は、すぐに使用をやめて、電源プラグ

　を抜いて、点検、修理をしてから使用してください。

　電子サーモ・ヒータは水をかけて洗ったりしないこと。

　電装品は湿気やほこりの多い場所には置かないこと。

　ヒューズは指定の容量を使用すること。

　空焼のときは給水しないでください。通電中はヒーターのカバーに触れな

　いでください。

　製品の改造は行わないでください。

　保守、点検、修理するときは必ず電源を切ってから電源プラグを抜いてく

　ださい。

　部品交換の際は、純正部品を使用してください。
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ごごごご使使使使用用用用ままままええええにににに

機械の性能を最大限に発揮するため

の説明をしています。守らないと本

来の性能を発揮できません。また故

障の原因になることがあります。

重要な安全事項についての説明をし

ています。守らないと人身事故の危

険性がありますので、必ず読んでく

ださい。

２ 「「「「ママママーーーークククク」」」」ににににつつつついいいいてててて

１ 「「「「機機機機械械械械番番番番号号号号（（（（製製製製造造造造番番番番号号号号））））」」」」ににににつつつついいいいてててて

　この取扱説明書では、そのつど守っていただきたいところに下記「「「「ママママーーーークククク」」」」を

使用して説明しております。

注注注注     意意意意警警警警     告告告告

機機機機械械械械番番番番号号号号型型型型 式式式式 名名名名

－１－

　この催芽器には「「「「機機機機械械械械番番番番号号号号（（（（製製製製造造造造番番番番号号号号））））」」」」が図示のところに表示してあります。

サービスについてのお問い合せや、部品などのご用命のときには「「「「おおおお買買買買いいいいああああげげげげ先先先先」」」」に

「「「「型型型型式式式式名名名名」」」」・・・・「「「「機機機機械械械械番番番番号号号号（（（（製製製製造造造造番番番番号号号号））））」」」」を必ずお知らせください。



ララララベベベベルルルルににににつつつついいいいてててて

●

●

●

●

●

●

電気部品は水に濡らさな

いでください。

感電･ショートによる火災

のおそれあります。警告

警  告 詳細
取扱説明書並びに本機に貼ってある警告ラベルをすべて読んでから

本機の操作をしてください。

育苗器は雨水のかからない、水平で安定した場所に設置してください。

リフターを使用するときは、必ず後側に箱ガードを前側にリフトスタンドを使用してください。

育苗器を積み重ねるときは、規格のそろった箱を使い慎重に行ってください。

洗浄するときは、電装品には絶対に水をかけないでください。

1280 9119 000

「「「「ララララベベベベルルルルのののの位位位位置置置置とととと内内内内容容容容」」」」

注意
高温注意

さわるとヤケドするおそれ

があります。
21101-0313070

アース(接地)して

使用してください。

万一故障の際、感電

する危険があります。

51203 0114070

警告

－２－

　安全な取扱いについて説明している「ラベル」を機械に貼付しています。

　ご使用前にラベルをすべて読んでください。

　機械に貼ってあるラベルが破損したり、無くなったり、塗料がついたり、

　または読めなくなったら、新しいラベルに貼り替えてください。

　ラベルが付いている部品を交換するときは、新しいラベルも一緒に付けて

　ください。

　ラベルは機械のお買いあげ先に注文してください。



■■■■電電電電装装装装品品品品のののの名名名名称称称称

■■■■育育育育苗苗苗苗器器器器のののの名名名名称称称称

電源コード

温度センサ

スタンド脚

スタンドベース

電子サーモ

水　槽

端子ボックス

パイロットランプ

ヒータープラグ

ヒーターコード

敷マット

保温カバー

フレームＡ

レールＢ

サポート

レールＡ

サイドフレーム

タ ナ

ダンネツ
　　パネル

フレームＥ

サーモホルダ

－３－

主主主主なななな名名名名称称称称

ポットカバー



    電電電電子子子子ササササーーーーモモモモのののの名名名名称称称称

底底底底    面面面面

表示切替

▽

入/切

表示切替 △ ▽

入/切

△

入/切 表示切替

操操操操作作作作ののののししししかかかかたたたた 取扱説明書をよく読んで正しく安全に使用してください。

①運転の開始　　　　　　 　  を1秒以上押すと設定温度を表示して運転が始まります。

②温度の合わせ方　　　　　  (上げる)　　(下げる)を押して希望温度に合わせます。

③経過時間の確認　　　　　　  を押して時間表示にします。

④設定温度の確認と変更　　　  を押して設定表示にします。　　  を押して希望温度に合わせます。

⑤運転の終了　　　　　　 　  を1秒以上押すと表示が消えて運転が終わります。

運転
ＩＭＬ－１００

運転切替スイッチ

表示切替スイッチ

アップスイッチ

ダウンスイッチ

デジタル表示

電源コード

温度センサ

コンセント

－４－

ＩＭＬ－２００



取取取取付付付付部部部部品品品品

１

６

９

８

７

１０

４

３

２

１８

１７

１５

１４

１６

５

１１

１３

１２

９

４

２

－５－





運運運運転転転転ままままええええのののの準準準準備備備備

１１１１ 取取取取付付付付要要要要領領領領

１１１１    敷敷敷敷ママママッッッットトトトをををを敷敷敷敷くくくく

敷マット

－７－

２２２２    ヒヒヒヒーーーータタタタのののの設設設設置置置置

■■■■    ヒヒヒヒーーーータタタタのののの配配配配置置置置

ヒータ

注
意

高
温

注
意

警警警警     告告告告
ヒヒヒヒーーーータタタタ・・・・電電電電子子子子ササササーーーーモモモモはははは雨雨雨雨水水水水ののののかかかかかかかかららららなななないいいい屋屋屋屋内内内内にににに設設設設置置置置ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

電電電電源源源源はははは必必必必ずずずず漏漏漏漏電電電電ブブブブレレレレーーーーカカカカのののの付付付付いいいいたたたた専専専専用用用用ののののココココンンンンセセセセンンンントトトトをををを使使使使用用用用ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

電電電電源源源源・・・・配配配配線線線線ココココーーーードドドドをををを必必必必ずずずず点点点点検検検検ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

敷マット
ヒータ

①直射日光や風、雨の当たらない水平

　な場所に設置します。

①敷きマットの中央に下図の様に設置

　してください。

※※※※電電電電源源源源ココココーーーードドドドををををヒヒヒヒーーーータタタタのののの下下下下ににににししししなななないいいい

　　　　様様様様にににに注注注注意意意意ししししてててて、、、、設設設設置置置置ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。



フレームＡ

－８－

サイドフレーム

レールＡ

３３３３    フフフフレレレレーーーームムムムＡＡＡＡににににレレレレーーーールルルルＢＢＢＢのののの取取取取付付付付 ５５５５    ササササイイイイドドドドフフフフレレレレーーーームムムムのののの取取取取付付付付

①フレームＡの両側にサイドフレーム

　を差し込みます。

サイドフレームを差し込むときは両側

を平行にあわせるとスムーズに差し込

むことができます。

※※※※フフフフレレレレーーーームムムムＡＡＡＡはははは注注注注意意意意ララララベベベベルルルルののののああああるるるる方方方方をををを

　　　　前前前前ににににセセセセッッッットトトトししししまままますすすす。。。。

フレームＡ

注意ラベル

敷マット

フレームＡ
レールＢ

レールＡ

フレームＡ

レールＡ

フレームＡ

レールＢ

４４４４    フフフフレレレレーーーームムムムＡＡＡＡににににレレレレーーーールルルルＡＡＡＡのののの取取取取付付付付

①フレームＡの両側にレールＡを差し

　込みます。

レールＡを差し込むときは両側を平行

にあわせるとスムーズに差し込むこと

ができます。

①フレームＡにレールＢを差し込みま

　す。

レールＢを差し込むときはフレームＡ

とレールＢの角度を合わせるとスムー

ズに差し込むことができます。



穴を下側にする

６６６６    フフフフレレレレーーーームムムムＤＤＤＤのののの取取取取付付付付

７７７７    ササササポポポポーーーートトトトのののの取取取取付付付付

フレームＤ

サポート

サイドフレーム

８８８８    タタタタナナナナをををを載載載載せせせせるるるる

サイドフレーム

タ　ナ

レール

フレームＤ

（穴ナシ）

－９－

①フレームＡの後ろ側中央にフレームＤ

　を取付ます。

①サイドフレームのレールにタナを下か

　ら順に載せます。

フレームＡ

９９９９    フフフフレレレレーーーームムムムＥＥＥＥのののの取取取取付付付付

　フレームＥ

(穴とラベル付)

※※※※端端端端のののの穴穴穴穴をををを下下下下側側側側ににににししししてててて取取取取付付付付まままますすすす。。。。 ※※※※端端端端のののの穴穴穴穴をををを下下下下側側側側ににににししししてててて取取取取付付付付まままますすすす。。。。

①サイドフレームの後ろ側とフレームＤ

　にサポートを取付ます。

①フレームＡの前側中央に「温度セン

　サ取付位置」ララララベベベベルルルルが貼付している

　「「「「穴穴穴穴付付付付」」」」のフレームＥを下図のよう

　に組み立てます。



11110000    ササササポポポポーーーートトトトのののの取取取取付付付付

シートサポート

シートフレーム

11111111    シシシシーーーートトトトフフフフレレレレーーーームムムムのののの取取取取付付付付

シートフレーム

11112222    シシシシーーーートトトトササササポポポポーーーートトトトのののの取取取取付付付付

サポート

差し込みます。
サイドフレーム

シートフレーム

サポート

シートサポート

－10－

シートフレーム

①サポートの角穴にシートフレームを

　取付ます。

①シートフレームの角穴にシートサポ

　ートを取付ます。

①サイドフレームの前側とフレームＥ

　にサポートを取付ます。

サポート

サイドフレーム

フレームＥ



注注注注     意意意意

レールＢ

レールＡ

断熱パネル

断熱パネル

11113333    断断断断熱熱熱熱パパパパネネネネルルルルをををを並並並並べべべべるるるる

■■■■    断断断断熱熱熱熱パパパパネネネネルルルルのののの配配配配置置置置

断熱パネル 断熱パネル

断熱パネル断熱パネル

レールＢ

隙間を空けない。

断断断断熱熱熱熱パパパパネネネネルルルルはははは隙隙隙隙間間間間をををを空空空空けけけけるるるるとととと苗苗苗苗のののの生生生生育育育育ににににムムムムララララがががが出出出出るるるるののののでででで注注注注意意意意ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

注
意

高
温

注
意

この上に載せます。

レールＡ

－11－

①レールＡ･Ｂの下側に載せ、下図の

　様に、隙間を空けずに並べます。

警告

断熱パネル

敷きマット

レールＢ
レールＡ

タ ナ

ヒータ

※断熱パネルは曲げを下側にします。

※断熱パネルは曲げを下側にします。



注注注注     意意意意

外外外外気気気気がががが極極極極端端端端にににに寒寒寒寒いいいい場場場場合合合合はははは、、、、保保保保温温温温カカカカババババーーーーのののの上上上上かかかかららららシシシシーーーートトトト等等等等でででで覆覆覆覆ううううとととと保保保保温温温温効効効効果果果果ががががあああありりりりまままますすすす。。。。

保温カバー

敷マット

保温カバー

敷マット

折り返し部

－12－

11114444    保保保保温温温温カカカカババババーーーーををををかかかかけけけけるるるる

①保温カバーをかけます。

　四隅のファスナーを閉めます。

※※※※保保保保温温温温カカカカババババーーーーのののの裾裾裾裾をををを敷敷敷敷ママママッッッットトトトのののの折折折折りりりり返返返返しししし

　　　　部部部部分分分分にににに差差差差しししし込込込込んんんんででででくくくくだだだだささささいいいい。。。。

※※※※すすすすききききまままま風風風風がががが入入入入ららららなななないいいい様様様様にににに裾裾裾裾をををを押押押押ささささええええてててて

　　　　くくくくだだだだささささいいいい。。。。



２２２２

警警警警     告告告告

電電電電装装装装品品品品のののの設設設設置置置置

１１１１    アアアアーーーースススス（（（（接接接接地地地地））））ををををすすすするるるる

感感感感電電電電防防防防止止止止ののののたたたためめめめ、、、、必必必必ずずずずアアアアーーーースススス（（（（接接接接地地地地））））ををををししししててててかかかからららら使使使使用用用用ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

※※※※電電電電源源源源アアアアーーーーススススににににななななっっっってててていいいいまままますすすす、、、、電電電電子子子子ササササ

　　　　ーーーーモモモモのののの電電電電源源源源ププププララララググググにににに合合合合わわわわせせせせててててアアアアーーーースススス

　　　　付付付付ココココンンンンセセセセンンンントトトトをををを使使使使用用用用ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

　　　　アアアアーーーースススス付付付付ココココンンンンセセセセンンンントトトトがががが無無無無いいいい場場場場合合合合はははは電電電電

　　　　気気気気工工工工事事事事店店店店にににに工工工工事事事事をををを依依依依頼頼頼頼ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

２２２２    電電電電子子子子ササササーーーーモモモモのののの組組組組付付付付

Ｉ
Ｊ
Ｓ

Ａ
０
２

２
５
０
Ｖ

２４６

４
１

０

４
３

６８
０

４

－

ｌｏｎａａＮ ｉｔ

２０

アース

電源コンセント

アース

プラグ

電子サーモ

スタンド脚

スタンドベース

電源コード

コードクリップ

蝶ボルト

ボルト

－13－

サーモホルダ

温度センサ

①スタンドベースにスタンド脚をボルト

　で固定します。

②サーモホルダをスタンドベースに差し

　込み、蝶ボルトで固定します。

③電子サーモをサーモホルダに差し込み

　ます。

④温度センサのコード、電源コードをコ

　ードクリップで固定します。

①感電防止のために、電気を地面に逃

　すためのアース線が付属しています。



３３３３    温温温温度度度度セセセセンンンンササササのののの取取取取付付付付

温度センサ

フレームＥ

ゴムブッシング

①温度センサに付いているゴムブッシン

　グを取外して、育苗器のフレームＥの

　穴に取付ます。

フレームＥ

温度センサ

②温度センサをゴムブッシングに差し込

　み取付ます。

－14－

ゴムブッシング

温度センサ

フレームＥ



警警警警     告告告告

５５５５    ヒヒヒヒーーーータタタタのののの接接接接続続続続

電電電電子子子子ササササーーーーモモモモののののココココンンンンセセセセンンンントトトトににににはははは指指指指定定定定さささされれれれたたたたヒヒヒヒーーーータタタタ以以以以外外外外はははは使使使使用用用用ししししなななないいいいででででくくくくだだだだささささいいいい。。。。

－15－

警警警警     告告告告

６６６６    電電電電源源源源のののの注注注注意意意意

ヒータプラグ

××××○○○○漏電ブレーカ コードリール

２００Ｖ

専用コンセント

漏電ブレーカ

①電子サーモ底面のコンセントに、ヒー

　タプラグを差し込みます。

②電子サーモの電源プラグを専用コンセ

　ントに差し込みます。

電電電電源源源源はははは必必必必ずずずず漏漏漏漏電電電電ブブブブレレレレーーーーカカカカのののの付付付付いいいいたたたた専専専専用用用用ココココンンンンセセセセンンンントトトトにににに直直直直接接接接接接接接続続続続ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

※※※※タタタタココココ足足足足配配配配線線線線やややや、、、、ココココーーーードドドドリリリリーーーールルルルかかかからららら電電電電源源源源をををを取取取取ららららなななないいいいででででくくくくだだだだささささいいいい。。。。

※※※※ココココンンンンセセセセンンンントトトトややややココココーーーードドドドのののの容容容容量量量量不不不不足足足足はははは加加加加熱熱熱熱ししししてててて発発発発火火火火やややや、、、、ままままたたたた、、、、誤誤誤誤作作作作動動動動のののの原原原原因因因因ににににななななりりりりまままますすすす。。。。

電子サーモ

コンセント

■■■■    電電電電子子子子ササササーーーーモモモモ    IIIIMMMMLLLL----222200000000



運運運運　　　　転転転転

タ ナ

催芽袋

１１１１

①種籾（乾燥籾）は１１１１袋袋袋袋３３３３....６６６６kkkkgggg以以以以下下下下を

　目安に、できるだけ平らに並べてくだ

　さい。

●タナに催芽袋を入れる際は、下下下下段段段段より

　順番に入れるとスムーズに作業が進め

　られます。

－16－

運運運運転転転転ののののししししかかかかたたたた

２２２２    タタタタナナナナにににに催催催催芽芽芽芽袋袋袋袋ををををななななららららべべべべるるるる１１１１    ヒヒヒヒーーーータタタタのののの給給給給水水水水

※※※※給給給給水水水水ははははヒヒヒヒーーーータタタタがががが冷冷冷冷めめめめててててかかかからららら行行行行っっっっててててくくくく

　　　　だだだだささささいいいい。。。。

①ヒータ(フロントパネル)上上上上面面面面より１１１１㎝㎝㎝㎝

　位下まで給給給給水水水水してください。

●水は不純物のないききききれれれれいいいいなななな水水水水を使用し

　てください。

●１回の育育育育苗苗苗苗ごごごごととととににににヒヒヒヒーーーータタタタのののの水槽を満満満満水水水水

　にして使用してください。

１㎝
水面

ヒータ上面

(ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ)



①催芽器を保温カバーで覆覆覆覆いいいいます。

●すすすすききききまままま風風風風が入らないようにしてくださ

　い。

②電子サーモを希希希希望望望望温度に設定し、運転

　を開開開開始始始始します。

●器内の温度が設設設設定定定定温温温温度度度度になるには、条

　件などにより約約約約11112222～～～～22224444時時時時間間間間程かかりま

　す。

①電子サーモの運転を切切切切りりりり、電源プラグ

　を抜抜抜抜ききききます。

②保温カバーを開開開開けけけけます。

③催芽袋を出出出出しししします。

電子サーモ

保温カバー

－17－

３３３３    運運運運転転転転のののの開開開開始始始始

４４４４    運運運運転転転転のののの終終終終了了了了



２２２２ 電電電電子子子子ササササーーーーモモモモのののの操操操操作作作作

１１１１    運運運運　　　　転転転転

入/切

ピッ

設
定

温度 ℃

温度 ℃

現在温度表示

設定温度表示

スイッチを入れる

２２２２    経経経経過過過過時時時時間間間間、、、、設設設設定定定定温温温温度度度度のののの確確確確認認認認
現在温度表示

設定温度表示

経過時間表示

温度 ℃

時間

温度 ℃

ヒータ

Ｈ

ピッ

ピッ

ピッ

一
回
押
す
と

１回押すと

１回押すと

設
定

運転

①表示切替スイッチを押すと、現現現現在在在在温温温温度度度度

　　　　→→→→経経経経過過過過時時時時間間間間→→→→設設設設定定定定温温温温度度度度→→→→現現現現在在在在温温温温度度度度の順

　番でデジタル表示が切り替わります。

●表示切替スイッチ押して確認したい表

　示に切切切切替替替替ええええてください。

●現在表示以外の表示は、11110000秒秒秒秒以上スイ

　ッチ操作がないと現在温度表示に戻り

　ます。

①電子サーモの電源コードをコンセント

　に差し込みます。

②電子サーモの運転入入入入切切切切スイッチを１１１１秒秒秒秒

　　　　以上押してください。

●運転ランプが点点点点灯灯灯灯し、設定温度を表示

　して運転が始まります。

●設定温度表示はスイッチを操作しなけ

　れば11110000秒秒秒秒後、現在温度を表示します。

－18－



３３３３    温温温温度度度度設設設設定定定定

ピッ

設
定

温度 ℃

Ｈ時間

設定温度表示

経過時間表示

①表示切替スイッチを押し、デジタル表

　示を設設設設定定定定温温温温度度度度表表表表示示示示に切替えます。

●設定温度表示のときに１１１１回回回回切切切切替替替替スイッ

　チを押すと現在温度表示にに戻ります。

表示切替

②アップスイッチまたはダウンスイッチ

　を押し、希望温度に合わせます。

　（設定温度の範範範範囲囲囲囲は5555～～～～44440000℃℃℃℃です。）

●希望温度を合わせれば設定完了です。

　（そのままでデジタル表示が現現現現在在在在温温温温度度度度

　表表表表示示示示に戻ります。）

設定温度表示

設
定

温度 ℃

ピッ

設定温度調整

ダウンスイッチ

アップスイッチ

●設定温度が現在温度より高い場合はヒ

　ータへ通電し ヒヒヒヒーーーータタタタ を表示し、逆に

　低い場合はヒータへ通電が切れて

　ヒヒヒヒーーーータタタタ の表示が消えます。

　（この動作により、育苗器内の温度を

　自自自自動動動動調調調調整整整整します。）

現在温度表示

温度 ℃

ヒータ

設定温度表示

設
定

温度 ℃

表示の切替

－19－



５５５５    運運運運転転転転のののの終終終終了了了了

入/切

ピッ

運転

表示が消える

スイッチを切る

４４４４    経経経経過過過過時時時時間間間間

ピッ

Ｈ時間

経過時間表示

表示切替

表示の切替

※※※※電電電電子子子子ササササーーーーモモモモはははは電電電電源源源源ププププララララググググをををを抜抜抜抜いいいいててててもももも設設設設

　　　　定定定定温温温温度度度度をををを記記記記憶憶憶憶ししししてててていいいいまままますすすす。。。。次次次次回回回回同同同同じじじじ温温温温

　　　　度度度度でででで使使使使用用用用すすすするるるるととととききききはははは、、、、再再再再度度度度設設設設定定定定すすすするるるる必必必必

　　　　要要要要ががががあああありりりりまままませせせせんんんん。。。。

①運転入切スイッチを１１１１秒秒秒秒以上押します。

●運転ランプとデジタル表示が消消消消ええええます。

②コンセントから電電電電源源源源ププププララララググググを抜きます。

①表示切替スイッチを押し、デジタル表

　示を経経経経過過過過時時時時間間間間表表表表示示示示に切替えます。

●経過時間表示は運転を開開開開始始始始したときか

　らの時間を表示します。

●経過時間の表示は１１１１時時時時間間間間単位です。

　（停停停停電電電電の場合は、それまでの時間は記

　憶していますが、停電の時間は加加加加算算算算さ

　れません。）

●11110000秒秒秒秒以上スイッチ操作をしないと現在

　温度表示に戻ります。

－20－



６６６６    停停停停　　　　電電電電

温度 ℃
時間

時間表示点滅

停電

復帰

温度 ℃

現在温度表示

ピッ

表示切替

表示の切替

７７７７    エエエエララララーーーー表表表表示示示示

温度センサ断線故障
温度センサに異異異異常常常常が発生したとき、下図

のようなエエエエララララーーーーココココーーーードドドドを表示し、ピピピピーーーーピピピピ

ーーーー……………………と警告音が鳴ります。

●このとき、安安安安全全全全のために運転を自自自自動動動動停停停停

　　　　止止止止します。

●エラーコードを表表表表示示示示したときは、お買

　い上げ頂いた、販売店に修修修修理理理理のののの依依依依頼頼頼頼を

　してください。
温度センサ短絡故障

停停停停電電電電になった場合、停電の復帰と同時に

自動的に運転を再再再再開開開開します。

停電の場合、経過時間を確確確確定定定定できないた

め、デジタル表示の「時時時時間間間間」が点滅し、

ピピピピピピピピ、、、、ピピピピピピピピ……………………と警告音が鳴ります。

①表示切替スイッチを押し、警告音を止
　め、経経経経過過過過時時時時間間間間表表表表示示示示に切替えます。

●運転は停電の復復復復帰帰帰帰と同時に再再再再運運運運転転転転され、

　設定温度も保保保保持持持持されますので、再設定

　の必要はあああありりりりまままませせせせんんんん。

※※※※経経経経過過過過時時時時間間間間ににににはははは停停停停電電電電のののの時時時時間間間間はははは加加加加算算算算さささされれれれまままま

　　　　せせせせんんんん。。。。

－21－





警警警警     告告告告

○電子サーモの設定が低い

○電子サーモのコンセントに接続する

現 象 原 因 処 置

温度が

上がら

ない

温度が

上がり

すぎる

温度は
正常で
ある

ヒータ表示

が点灯して

いる

ヒータ表示が

消えている

 デジタル
表示　Ｅ１

 デジタル
表示　Ｅ２

ヒータ表示
が点灯して
いる

ヒータ表示
が点灯して
いない

ヒータ表示
が点灯して
いる

点 灯

消 灯

消 灯

点 灯

消 灯

消 灯

発熱し

ている

発熱

不足

発熱し

ない

発熱

不足

発熱し

ない

発熱し

ている

発熱し

ない

発熱し

ている

○ヒータの発熱体断線 ○発熱体交換

○原因を確かめ温度ヒューズ交換○温度ヒューズ溶断

○接地床面の断熱不足 ○断熱処理をする

○被覆を隙間なく厚くする○被覆不足

○温度センサの断線

○温度センサの短絡

○電子サーモの設定温度を上げる

○パイロットランプ不良 ○パイロットランプを交換

○電子サーモの設定が高い

○延長ケーブルを２mm 以上を使用する

○ヒータプラグが電子サーモの

コンセントに接続されていない

○延長したコードが長くて細い ２

○温度センサの交換

○電子サーモの設定温度を下げる

○日覆いをする

○育苗器を日陰に設置する

(お買いあげ先に連絡)

催催催催芽芽芽芽器器器器のののの点点点点検検検検整整整整備備備備、、、、分分分分解解解解のののの際際際際はははは必必必必ずずずずススススイイイイッッッッチチチチをををを［［［［ＯＯＯＯＦＦＦＦＦＦＦＦ］］］］ににににしししし、、、、電電電電源源源源ののののププププララララググググをををを

抜抜抜抜いいいいててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。

－23－

不不不不調調調調のののの発発発発見見見見とととと処処処処置置置置

点 検 箇 所

電子サーモ ヒータ
　ヒータ
パイロット
　ランプ

○太陽熱による自然な温度上昇

不調が発生しましたら、すぐにその原因を調べて処置をし故障を大きくしない様に

してください。

原因がわからないときや修理調整しても再発するときは「お買いあげ先」に相談し

点検サービスを受けてください。

そのときは「型式名」「機械番号（製造番号）」をお知らせください。






